
2010.3.31

1

国際学術文化振興センター

No.10Josai University Educational Corporation
3-26 Kioi-cho, Chiyoda-ku, Tokyo 03-6238-1300 http://www.josai.jp/

〒 102-0094 東京都千代田区紀尾井町 3-26

03-6238-1300

http://www.josai.jp/
JOSAI INTERNATIONAL CENTER
for the Promotion of Art and Science
(JICPAS)

　
12
月
3
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
の
シ
ョ
ー
ヨ

ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
大
統
領
閣
下
が
、
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
を
ご
訪
問
さ
れ
、
特
別
講
演
お
よ
び
学

生
た
ち
と
の
交
流
を
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
午
後
３
時
に
ご
到
着
さ
れ
た
大
統
領
は
、
最
初
に
、

水
田
宗
子
理
事
長
や
本
学
理
事
・
諸
先
生
方
と
ご
懇

談
さ
れ
ま
し
た
。
観
光
学
部
の
学
生
た
ち
が
、
お
も

て
な
し
の
日
本
茶
と
お
菓
子
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
と
と

も
に
出
す
と
、
大
統
領
は
笑
顔
で
応
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
大
統
領
が
来
学

日
時

：

２
０
０
９
年
12
月
3
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　
ご
自
身
が
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
短
い
日
本
滞
在
の
中
で
、
特
別
に
大
学
を
訪
問

さ
れ
た
大
統
領
は
、
大
学
と
い
う
場
所
は
私
の
本
来

い
る
べ
き
場
所
と
い
う
気
が
し
て
大
変
う
れ
し
い
で

す
。
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
友
好
１
４
０
周
年
記
念
と

い
う
節
目
の
年
に
い
た
だ
い
た
奨
学
金
は
忘
れ
ら
れ

な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
城
西
大
学
に
は
、
こ
れ

か
ら
の
両
国
交
流
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
し
、
ま
た
個
人
と
し
て
も
今
後
、
城
西
大
学

と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
交
流
促
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
お
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

◆
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ン
大
学
と
の

学
術
交
流
協
定
調
印
式

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ン
大
学

と
の
学
術
交
流
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
、
大
統
領
ご

臨
席
の
も
と
シ
ョ
ル
テ
ィ
学
長
と
水
田
理
事
長
に
よ

る
協
定
書
の
交
換
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
ト
・
イ

シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ン
大
学
は
同
国
の
農
業
教
育
、
観
光
教

育
を
牽
引
し
、
ま
た
社
会
科
学
分
野
で
も
知
ら
れ
た

同
国
を
代
表
す
る
総
合
国
立
大
学
で
す
。 

◆
水
田
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学
金
の
発
表

　
水
田
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学
金
の
発
表
お
よ
び
水
田
理

事
長
か
ら
ボ
ハ
ー
ル
駐
日
大
使
へ
の
目
録
贈
呈
が
行

　
水
田
理
事
長
か
ら
は
、
大
統
領
の
来
学
を
歓
迎

し
、
本
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
こ
れ
ま
で
の
交
流
の

紹
介
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
元
大
使
お
二
人
が
本
学
客
員

教
授
を
務
め
て
お
ら
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
や
文

化
も
教
育
し
て
い
る
こ
と
、
大
統
領
来
学
を
記
念
し

た
奨
学
金
の
創
設
の
発
表
、
そ
し
て
、
本
日
い
た
だ

く
ご
講
演
が
、
新
し
い
時
代
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
日

本
に
と
っ
て
も
非
常
に
示
唆
深
い
も
の
と
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

ショーヨム大統領をお迎えして

ハンガリー奨学金贈呈

講演する大統領

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
奨
学
金
は
、
大
統
領
来
学
を
記

念
し
、
経
営
、
観
光
、
環
境
、
国
際
文
化
、
Ｉ
Ｔ
な

ど
の
分
野
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
本
学
へ
留
学
す
る
学

生
に
対
し
、
学
費
、
渡
航
費
、
滞
在
費
等
の
支
援
を

行
う
も
の
で
、
こ
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
よ
り
多
く

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
留
学
生
が
本
学
で
学
ぶ
こ
と
を
願

い
、
設
立
い
た
し
ま
し
た
。 

◆
大
統
領
の
特
別
講
演

　
大
統
領
の
特
別
講
演
は
「
法
に
よ
る
革
命

：
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
民
主
化
か
ら
20
年
」
と
題
し
、
民
主
主
義

体
制
へ
の
移
行
時
に
法
学
者
と
し
て
市
民
運
動
に
積

極
的
に
関
与
し
、
憲
法
裁
判
所
の
設
立
及
び
初
代
長

官
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
ご
自
身
の
経
験
談
を
基
に
、

大
変
興
味
深
い
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
後
は
、
両
大
学
の
学
生
か
ら
活
発
な
質
問

が
あ
り
、
大
統
領
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
丁
寧
に
答

え
ら
れ
ま
し
た
。 

◆
学
生
と
の
懇
談

　
講
演
後
は
、
場
所
を
カ
フ
ェ
に
移
し
、
本
学
学
生

と
の
交
流
会
に
ご
参
加
。
大
統
領
は
、
こ
の
交
流
会

を
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
交
流
会
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
履
修
学
生
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
へ
の
短
期
研
修
参
加
学
生
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

へ
の
日
本
語
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
学
生
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
留
学
生
な
ど
20
数
名
が
参
加
し
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
関
す
る
質
問
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が

な
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
予
定
時
間
を
超
え
て

歓
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
大
統
領
か
ら

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
教
材
の
贈
呈
を
受
け
、
本
学
学
生
か

ら
も
記
念
品
が
大
統
領
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

学
生
が
お
願
い
し
、
本
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
大

統
領
の
ご
著
書
に
サ
イ
ン
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
本
学
で
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
へ
の
短
期
研
修
派
遣
、

遠
隔
中
継
に
よ
る
学
生
同
士
の
交
流
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

作
家
の
講
演
会
な
ど
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
活
発
な
交

流
を
実
施
し
て
お
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
履
修
生
は

２
３
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
大
統
領
の
ご
訪
問
を

契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
交
流
の
活
発
化
を
進
め
て
い

き
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
架
け
橋
と
な
る
人
材
を

育
成
し
て
い
く
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
。

著書にサインをする大統領

交流会の様子

水
田
理
事
長
が
第
18
回
Ａ
Ｊ
Ｌ
Ｓ
学
会
に
お
い
て
特
別
講
演

日
時

：

２
０
０
９
年
11
月
7
日

場
所

：

ア
メ
リ
カ
・
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学

　
２
０
０
９
年
11
月
7
日
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で

"R
ethinking G

ender in the P
ostgender E

ra"

を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
第
18
回
ア
メ
リ
カ
日
本
文
学
会

（A
SSO

C
IA

T
IO

N
 O

F
 JA

P
A

N
E
SE

 L
IT

E
R
A

R
Y

 

ST
U

D
IE

S

）（
11
月
６
日
～
８
日
）
に
お
い
て
、
水
田

宗
子
理
事
長
が
特
別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　「
大
庭
み
な
子
　
物
語
の
世
界
と
そ
の
変
遷
」
と
の

タ
イ
ト
ル
で
行
わ
れ
た
講
演
で
水
田
理
事
長
は
、
冒

頭
、
16
年
ほ
ど
前
に
こ
こ
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で
同
じ

く
Ａ
Ｊ
Ｌ
Ｓ
学
会
が
あ
っ
た
と
き
に
大
庭
み
な
子
さ

ん
と
と
も
に
講
演
者
と
し
て
訪
れ
、
３
日
間
を
楽
し

く
過
ご
し
、
詩
に
つ
い
て
語
り
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
が
「
炎
え
る
琥
珀
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
今
回
の
講
演
に
特
別
な
思
い
が
あ
る
と

述
べ
ま
し
た
。

　
水
田
理
事
長
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
批

評
を
な
し
、

ま
た
大
庭

さ
ん
の
私

的
な
部
分

を
知
る
も

の
と
し
て
、

大
庭
み
な

子
が
彼
女

独
自
の
女

性
文
学
を

構
築
し
た

こ
と
を
評

価
し
ま
し

た
。

　
特
別
講

演
の
の
ち
、

水田理事長の特別講演 JIU の大学院生の発表

アメリカ日本文学会で出会った若きイタリア人日本文学研究者たち
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日
本
と
中
国
の
よ
う
に
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
、
そ
し

て
世
界
の
経
済
や
文
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
国

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
解
消
へ
の
取
り
組
み
は
、
21
世

紀
世
界
の
方
向
性
を
導
く
重
要
な
指
針
と
な
る
こ
と

を
信
じ
て
い
ま
す
。

　
基
調
講
演
は
両
大
学
か
ら
行
い
、
王
広
維
先
生

（
華
南
師
範
大
学
政
治
与
行
政
学
院
教
授
／
女
性
研

究
セ
ン
タ
ー
長
）
が
「
中
国
に
お
け
る
出
生
性
比
の

不
均
衡
と
そ
の
社
会
問
題
」、
城
西
国
際
大
学
か
ら

は
原
ひ
ろ
子
先
生
（
人
文
科
学
研
究
科
女
性
学
専
攻

客
員
教
授
）
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
間
の
移
動
・

人
口
構
造
の
変
化
の
中
に
お
け
る
女
性
学
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
研
究
」
と
題
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
に
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
教
育
」「
表
現

と
文
化
」「
労
働
と
家
族
」
の
３
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
、
相
互
の
研
究
に
つ
い
て
発
表
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
の
、
日
中
の
両
大
学
の
女
性
学
者
に
よ

る
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
格
差
解
消
を
目
指
し
た

分
析
と
論
議
が
、
有
意
義
な
成
果
を
生
み
、
さ
ら
な

る
国
際
研
究
の
発
展
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

日
中
女
性
学
会
議

「
少
子
高
齢
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
女
性
学
研
究
」

日
時

：

２
０
０
９
年
12
月
2
日
・
3
日

場
所

：

城
西
国
際
大
学

　
２
０
０
９
年
12
月
２･

３
日
に
城
西
国
際
大
学
で

日
中
女
性
学
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、

２
０
０
７
年
12
月
に
広
州
市
華
南
師
範
大
学
で
開
催

さ
れ
た
「
日
中
国
交
正
常
化
35
周
年
記
念 

日
中
女

性
学
会
議
」
に
続
い
て
、
城
西
国
際
大
学
を
会
場
に

開
催
し
た
も
の
で
、
姉
妹
校
で
あ
る
華
南
師
範
大
学

か
ら
多
く
の
研
究
者
を
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

　
こ
の
女
性
学
会
議
の
全
体
テ
ー
マ
が
「
少
子
高
齢

化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
女
性
学
研
究
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
、
株
式

会
社
大
林
組
、
高
砂
熱
学
工
業
株
式
会
社
か
ら
後
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
本
と
中
国
は
、
現
在
共
に
未
曾
有
の
少
子
高
齢

化
社
会
に
突
入
し
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
と
し
て
は
様
々
な
テ
ー
マ
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
と
り
わ
け
、
介
護
に
お
け

る
女
性
の
弱
者
化
の
問
題
、
低
賃
金
労
働
者
と
し
て

の
女
性
の
扱
い
、
家
庭
内
労
働
に
頼
っ
て
き
た
介
護

の
社
会
化
、
国
民
年
金
、
健
康
保
険
制
度
の
充
実

等
々
、
多
様
な
視
点
か
ら
の
議
論
が
不
可
欠
で
す
。

水田理事長あいさつ

王広維先生の基調講演

パネルディスカッションの様子

In
tern

a
tio

n
a
l P

o
etry

 R
ea

d
in

g

詩
人
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
氏
を
迎
え
て

日
時

：

２
０
１
０
年
３
月
26
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　
２
０
１
０
年
３
月
26
日
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
学
校
法
人
城
西
大
学
国
際
学
術

文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
同
人
誌
『
カ
リ
ヨ
ン

通
り
』
共
催
に
よ
り
、
日
本
を
訪
問
中
の
ジ
ェ
ロ
ー

ム
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
氏
を
お
招
き
し
、
詩
の
話
と

朗
読
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
氏
は
、
北
米
先

住
民
の
歌
を
英
語
に
翻
訳
し
た
民
俗
学
者
で
も
あ

り
、
ま
た
、
現
代
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
詩
人
で
も

あ
り
ま
す
。
対
談
者
と
し
て
、
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
氏

の
古
い
友
人
で
、
城
西
国
際
大
学
の
客
員
教
授
吉
増

剛
造
先
生
、
詩
人
の
白
石
か
ず
こ
さ
ん
が
い
ら
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
受
講
者
と
し
て
、
詩
人
佐
川
亜
紀
さ
ん
を

は
じ
め
、
詩
の
編
集
者
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
人
文
学
部
の
先

生
方
、
詩
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
大
学
院
生
な

ど
全
部
で
20
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
水
田
宗
子
理
事
長
よ
り
、「
ロ
ー
ゼ
ン

バ
ー
グ
先
生
に
よ
る
城
西
国
際
大
学
に
お
い
て
二
度

目
の
ご
講
演
に
感
謝
し
ま
す
。
私
た
ち
の
大
学
に
は

水
田
理
事
長
は
、
ア
メ
リ
カ
は
も
と
よ
り
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
か
ら
参
加
し
て
い
た
若
き
大
庭
研
究

者
か
ら
囲
ま
れ
、
世
界
各
国
に
日
本
の
女
性
文
学
研

究
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
学
会
に
お
い
て
は
、
城
西
国
際
大
学

か
ら
、
大
学
院
生
３
名
が
発
表
を
し
ま
し
た
。
城
西

国
際
大
学
で
も
大
庭
み
な
子
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

手
掛
け
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。
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吉
増
剛
造
先
生
と
い
う
世
界
的
に
活
躍
を
さ
れ
て
い

る
詩
人
が
お
ら
れ
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
大
学
院
の
講

座
で
現
代
詩
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
の

古
い
と
き
か
ら
の
詩
の
友
人
の
白
石
か
ず
こ
さ
ん
も

参
加
し
て
の
詩
の
話
と
朗
読
会
を
大
変
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
３
人
の
高
名
な
詩
人
に
よ
る
鼎
談
に
よ
り
、
ケ
ネ

ス
・
レ
ク
ス
ロ
ス
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
現
代

詩
の
歴
史
、
そ
し
て
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
氏
が
手
が
け

た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
歌
を
英
訳
し
た
仕

事
が
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
詩
の
世
界
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ロ
ー
ゼ
ン

バ
ー
グ
氏
が
考
え
る
、
詩
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
場

と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
場
に
お
い
て
何
か
が
立
ち
上

が
っ
て
く
る
の
を
参
加
者
が
感
じ
る
こ
と
の
重
要
性

が
３
人
の
共
感
を
も
っ
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
氏
は
、
実
際
に
「
け
も
の
」
の

詩
を
詠
唱
し
、
そ
の
場
に
い
あ
わ
せ
た
皆
は
、
違
う

メ
ロ
デ
ィ
ー
で
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
「
け
も
の
」

と
い
う
言
葉
か
ら
、
そ
こ
に
草
原
が
広
が
り
、
け
も

の
た
ち
が
走
っ
て
い
る
よ
う
な
幻
を
見
る
思
い
が
し
、

場
の
大
切
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
白
石
氏
に
よ
る
自
作
の
詩
「
ち
い
さ
な
惑

星
」
の
朗
読
、
引
き
続
い
て
、
ア
レ
ン
・
ギ
ン
ズ

バ
ー
グ
氏
に
よ
る
英
訳
さ
れ
た
「L

ittle P
lanet

」

を
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
氏
が
朗
読
し
、
大
き
な
盛
り
上

が
り
の
中
、
終
了
し
ま
し
た
。

ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
を
訪
問

日
時

：

２
０
０
９
年
11
月
19
日

場
所

：

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学

国
際
交
流
活
動

　
２
０
０
９
年
11
月
19
日
、
２
０
０
７
年
に
両
校

の
間
で
学
術
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
、
す
で
に
幅

広
い
交
流
が
な
さ
れ
て
い
る
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大

学
を
本
学
水
田
理
事
長
が
訪
問
し
、
学
長D

r. É
va 

Sándor-K
riszt

先
生
と
懇
談
し
ま
し
た
。D

r. 

B
alázs F

erkelt 

副
学
長
、H

idashi

経
営
学
部
長

も
同
席
し
、
城
西
国
際
大
学
へ
留
学
を
希
望
す
る
学

生
の
紹
介
と
と
も
に
今
後
の
交
流
の
展
開
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
、
水
田
奨
学
金
を
受
け
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科

大
学
を
訪
問
し
て
い
る
城
西
大
学
の
学
生
た
ち
と
、

ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
の
学
生
た
ち
と
の
協
同
研
究

発
表
を
視
察
し
ま
し
た
。
日
本
語
と
英
語
で
の
発
表

で
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
若
者
た
ち
の
文
化
に
つ

い
て
の
比
較
考
察
が
よ
く
な
さ
れ
、
短
期
間
で
あ
り

な
が
ら
、
両
大
学
の
学
生
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
発

表
の
準
備
に
取
り
組
ん
だ
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
終
了
後
の
パ
ー
テ
ィ
に
お
い
て
、
こ
の
研
修
に

参
加
し
て
、
非
常
に
刺
激
を
受
け
、
も
っ
と
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
言
葉
や
歴
史
、
そ
し
て
英
語
を
勉
強
し
た
い

と
熱
く
学
生
た
ち
が
語
っ
て
い
ま
し
た
。

朗読する白石かずこ氏

挨拶する水田理事長

司会の吉増剛造氏と腕をまわしながら「けもの」を詠唱するローゼンバーグ氏

終了式にて挨拶する水田理事長

両大学の学生による研究発表会
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２
０
１
０
年
２
月
８
日
、
天
津
外
国
語
大
学
修
剛

学
長
が
水
田
宗
子
理
事
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
訪
問
は
、
修
学
長
み
ず
か
ら
が
天
津
外

国
語
大
学
か
ら
城
西
国
際
大
学
へ
留
学
し
て
き
て

い
る
学
生
た
ち
の
様
子
を
見
る
こ
と
、
そ
れ
と
と

も
に
、
天
津
外
国
語
学
院
か
ら
天
津
外
国
語
大
学

へ
と
学
校
の
名
称
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
水
田
理

事
長
へ
報
告
す
る
こ
と
を
兼
ね
て
い
ま
し
た
。 

　
中
国
国
内
の
、
大
変
に
厳
し
い
多
く
の
ポ
イ
ン

ト
を
ク
リ
ア
し
て
、
学
院
か
ら
大
学
に
な
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
、
今
後
総
合
大
学
と
な
っ
た
天
津
外

国
語
大
学
と
一
層
の
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

Ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｕ
ｘ
校
長
が
表
敬
訪
問

日
時

：

２
０
１
０
年
１
月
25
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

天
津
外
国
語
大
学
修
剛
学
長
が
表
敬
訪
問

日
時

：

２
０
１
０
年
２
月
８
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

修剛学長の表敬訪問をうける理事長

　
２
０
１
０
年
3
月
13
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ー
ル
・
カ

ソ
リ
ッ
ク
大
学
のP

rof. T
herese L

ebrun

学
長
が
、

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
11
月
に
水
田
宗
子
理
事
長
は
じ
め
本
学
訪
問

団
が
先
方
を
訪
問
し
、
学
術
交
流
協
定
書
を
調
印
し

交
流
が
開
始
さ
れ
、
こ
の
た
び
、
リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ

ク
大
学
の
学
長
訪
問
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、

水
田
宗
子
理
事
長
は
じ
め
、
城
西
大
学
、
城
西
国
際

大
学
の
先
生
方
も
参
加
さ
れ
た
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

今
後
の
交
流
発
展
に
向
け
た
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
リ
ー
ル
・
カ
ソ

リ
ッ
ク
大
学
は
、

１
８
７
５
年
に
設
立

さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
最

大
の
私
立
大
学
で    

１
８
，５
０
０
名
の

学
生
が
学
ん
で
い
ま

す
。
農
業
・
環
境
関

連
分
野
、
医
療
福
祉

分
野
の
研
究
も
盛
ん

で
今
後
の
両
大
学
間

の
幅
広
い
交
流
拡
大

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ルブラン学長と水田理事長

リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
の
学
長
が
来
学

日
時

：

２
０
１
０
年
３
月
13
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　
２
０
０
９
年
11
月
水
田
理
事
長
が
訪
問
し
、
協

定
を
締
結
し
た
リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
（IE

SE
G

 School of M
anagem

ent, 

U
niversite C

atholique de L
ille 

）

校

長D
r. 

Jean – P
hillipe A

M
M

E
U

X

氏
と
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
所
長
で
あ
る M

r. M
athias F

alkenstein 
が

来
日
し
、
水
田
理
事
長
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
水
田
理
事
長
か
ら
は
、
11
月
の
訪
問
時
に
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
時
を
お
か
ず
Ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｕ

ｘ
校
長
が
本
学
を
訪
問
し
、
交
流
が
は
じ
ま
っ
た
こ

と
へ
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
Ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｕ
ｘ
校
長
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
進

展
に
伴
い
、
リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
も
海
外
の
大
学
と
提
携
を
強
化
さ
せ
、
日

本
に
あ
る
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
と
の
交
流
に

お
お
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
Ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｕ
ｘ
校
長
は
、
は
じ
め
て
の
訪
問
で
し

た
の
で
、
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
か
ら
役
職
教

員
が
揃
い
、
協
定
締
結
後
に
、
カ
フ
ェ
に
て
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
に
は
、
千
葉
テ
レ
ビ
株
式
会
社
社

長
中
野
康
男
氏
や
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
人
事
担
当
の
方
も
参
加

い
た
だ
き
、
今
後
フ
ラ
ン
ス
か
ら
迎
え
る
留
学
生
た

ち
が
、
本
学
を
通
じ
て
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
や
金
融
機

関
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
が
で
き
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
城
西
大
学
か
ら
、
リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
留
学
を
希
望
す
る
大
学

院
生
も
参
加
し
、
今
後
活
発
な
交
流
が
展
開
さ
れ
そ

う
で
す
。 

アモー先生挨拶

全員で記念撮影
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シ
ュ
デ
ィ
・
ゾ
ル
ダ
ン
氏
に
城
西
大
学
名
誉
博
士
記
を
授
与

日
時

：

２
０
１
０
年
３
月
22
日

場
所

：

城
西
大
学

リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
０
９
年
11
月
17
日

場
所

：

フ
ラ
ン
ス
・
リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学

　
２
０
１
０
年
3
月
22
日
城
西
大
学
学
位
記
念
授
与

式
・
卒
業
式
に
お
い
て
、
名
誉
博
士
記
授
与
式
を
執

り
行
い
、
学
校
法
人
城
西
大
学
水
田
宗
子
理
事
長
か

ら
、
元
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
全
権
大
使
の
シ
ュ
デ
ィ
・

ゾ
ル
ダ
ン
氏
に
城
西
大
学
名
誉
博
士
記
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
１
９
７
５
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
務
省
に
入
省
し
た

シ
ュ
デ
ィ
氏
は
、
翌
年
か
ら
１
９
８
０
年
ま
で
駐
日

ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
に
勤
務
し
ま
し
た
。
１
９
９
２

年
か
ら
１
９
９
５
年
に
は
、
駐
タ
イ
特
命
全
権
大
使

を
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
ブ
ル
ネ
イ
、
ラ
オ
ス
大
使

も
兼
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
９
５
年
９
月
か
ら
１
９
９
９
年
８
月
ま
で
駐

日
大
使
を
務
め
ら
れ
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
友
好

交
流
に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。
退
任
後
も
日

本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
、

城
西
大
学
客
員
教
授
と
し
て
、
学
生
た
ち
に
東
欧
の

歴
史
、
経
済
な
ど
ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

を
教
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
９
年
春
に
は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

「
旭
日
重
光
賞
」
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
加
え
て
城
西
大
学
へ
の
貢
献
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
の

シ
ョ
ー
ヨ
ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
大
統
領
の
本
学
訪
問
を

実
現
さ
せ
る
一
方
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
、
セ
ン

ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ン
大
学
と
の
協
定
締
結
に
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
が
高
く
評
価
さ

れ
、
こ
の
た
び
の
名
誉
博
士
記
授
与
と
な
り
ま
し
た
。

　
シ
ュ
デ
ィ
氏
は
「
名
誉
博
士
号
を
い
た
だ
く
こ
と

を
光
栄
に
存
じ
る
一
方
、
こ
の
名
誉
に
ふ
さ
わ
し
い

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
喜
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

シュディ先生へ博士記の授与

世
界
女
性
学
長
会
議
メ
ン
バ
ー
に

城
西
国
際
大
学
名
誉
博
士
記
を
授
与

日
時

：

２
０
１
０
年
３
月
17
日

場
所

：

城
西
国
際
大
学

　
２
０
１
０
年
3
月
17
日
城
西
国
際
大
学
学
位
記
念

授
与
式
・
卒
業
式
に
お
い
て
、
名
誉
博
士
記
授
与
式

を
執
り
行
い
、
学
校
法
人
城
西
大
学
水
田
宗
子
理
事

長
か
ら
、
陳
維
嘉
・
中
国
教
育
部
大
学
管
理
局
長
、

陳
乃
芳
・
元
北
京
外
国
語
大
学
学
長
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
大
学
サ
ン
ド
ラ
・

ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
学
長
、
ウ
ガ
ン
ダ
・
ブ
ス
テ
ィ
マ
大

学
メ
ア
リ
ー
・
オ
ク
ワ
コ
ル
総
長
の
４
人
に
名
誉
博

士
記
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
名
誉
博
士
号
に
輝
い
た
４
人
は
、
水
田
宗
子
理
事

長
が
理
事
を
務
め
る
世
界
女
性
学
長
会
議
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
り
、
女
性
学
長
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

で
、
ま
た
地
域
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
高
等
教
育
と
人
材

育
成
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
本
学

の
掲
げ
る
教
育
理
念
の
実
現
に
と
り
ま
し
て
も
力
強

い
協
力
者
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
名
誉

博
士
記
授
与
と
な
り
ま
し
た
。

　
陳
維
嘉
・
中
国
教
育
部
大
学
管
理
局
長
は
「
城
西

国
際
大
学
の
大
家
族
の
一
員
に
な
っ
た
こ
と
を
大
変

誇
り
に
思
い
ま
す
」

　
陳
乃
芳
・
元
北
京
外
国
語
大
学
学
長
は
「
北
京
外

国
大
学
と
城
西
国
際
大
学
の
交
流
協
力
に
向
け
こ
れ

か
ら
も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
大
学

サ
ン
ド
ラ
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
学
長
は
「
授
与
さ
れ
た

学
位
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
」

　
ウ
ガ
ン
ダ
・
ブ
ス
テ
ィ
マ
大
学
メ
ア
リ
ー
・
オ
ク
ワ

コ
ル
総
長
は
「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
こ
の
素

晴
ら
し
い
大
学
よ
り
学
位
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
は
本
当

に
光
栄
で
す
」
な
ど
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

名誉博士記の授与
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２
０
０
９
年
11
月
17
日
水
田
理
事
長
を
代
表
と
す

る
一
行
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大

学
を
訪
問
し
、Jean-C

laude T
hiriez

理
事
長
と

水
田
理
事
長
と
で
、
両
校
の
学
術
交
流
協
定
書
に
調

印
を
行
い
ま
し
た
。 

　
リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
は
、
メ
イ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
パ
リ
か
ら
Ｔ
Ｇ
Ｖ
で
１
時
間
ほ
ど
の
リ
ー
ル

に
位
置
、
１
８
７
５
年
に
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
最

大
の
私
立
大
学
で
あ
り
、
約
１
８
５
０
０
人
の
学
生

が
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
調
印
当
日
は
、
す
べ
て
の
学
部
の
実
務
代
表
で
あ

る
教
授
が
同
席
し
、
両
校
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
中
で
、
農
業
・
環
境
関
連
学
部
、
医
療
福
祉

関
連
学
部
、

ビ
ジ
ネ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

の
セ
ン
タ
ー

も
あ
る
こ
と

か
ら
、
深
い

理
解
と
興
味

を
互
い
に
持

ち
、
幅
広
い

交
流
の
可
能

性
に
つ
い
て

具
体
的
な
話

し
合
い
が
な

さ
れ
ま
し

た
。 

Jean-Claude Thiriez 理事と水田理事長

リール・カソリック大学において記念撮影

　
２
０
０
９
年
11
月
18
日
水
田
理
事
長
を
代
表
と
す

る
一
行
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
訪
問
し
、Jean-P

hilippe 

A
m

m
eux

校
長
と
水
田
理
事
長
と
で
、
両
校
の
学

術
交
流
協
定
書
に
調
印
を
行
い
ま
し
た
。 

　
リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

は
、
パ
リ
の
新
凱
旋
門
と
呼
ば
れ
る
モ
ダ
ン
な
ビ
ル

に
あ
る
、
リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
の
一
員
で
、

且
つ
グ
ラ
ン
・
ゼ
コ
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
独
自
の
高
等

専
門
教
育
機
関
）
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
新
凱
旋
門
ビ
ル
は
、
パ
リ
の
歴
史
的
な
エ
リ
ア
を

離
れ
、
非
常
に
現
代
的
な
企
業
の
ビ
ル
群
が
立
ち
な

ら
ぶ
エ
リ
ア
に
位
置
し
、
ま
わ
り
の
企
業
と
の
連
携

も
非
常
に
深
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ

ス
を
見
学
す
る
中
で
、
特
に
目
を
引
い
た
の
は
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
の
ク
ラ
ス

で
し
た
。
発
信
す
る
力
を
具
体
的
に
教
授
し
て
お

り
、
本
学
学
生
と
の
交
流
が
楽
し
み
で
す
。 

リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と

学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
０
９
年
11
月
18
日

場
所

：
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ー
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

Jean-Philippe Ammeux 校長と
水田理事長が協定書にサイン

プレゼンテーションのクラスの様子

セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
０
９
年
11
月
20
日

場
所

：

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学

　
２
０
０
９
年
11
月
20
日
水
田
理
事
長
を
代
表
と

す
る
一
行
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
ゴ
ド
ロ
ー
市
に
あ
る

セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
を
訪
問
し
、D

r. 

L
ászló Solti

学
長
と
水
田
理
事
長
と
で
、
両
校
の

学
術
交
流
協
定
書
に
調
印
を
行
い
ま
し
た
。 

　
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
は
、
ブ
ダ
ペ
ス

ト
か
ら
、
車
で
30
分
ほ
ど
の
ゴ
ド
ロ
ー
市
に
あ
る
ハ

ン
ガ
リ
ー
最
大
の
農
業
教
育
機
関
で
あ
り
、
学
生
数

１
７
８
０
０
人
を
有
す
る
同
国
で
ト
ッ
プ
10
に
入
る

大
学
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
学
長
自
ら
、
２
０
０
０
年
に
複
数
の
大
学
を
統
合

し
て
設
立
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
こ
と
、ハ
ン
ガ
リ
ー
、

英
語
、
ド
イ
ツ
語
の
コ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
、
留
学
生

の
状
況
、
リ
サ
ー
チ
エ
リ
ア
に
つ
い
て
の
説
明
を
さ

れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
協
定
締
結
に
あ
た
っ
て
尽
力
く
だ
さ
っ
た

経
営
学
部
長
で
あ
るD

r. L
ászló V

illányi

氏
も
学

長
と
と
も
に
12
月
３
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
の
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
す
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
大
学
が
あ
る
ゴ
ド
ロ
ー
市
庁
舎
を
訪
問
し
、

助
役
の
方
か
ら
市
の
概
要
説
明
と
夏
の
王
宮
の
案
内
を

受
け
ま
し
た
。
市
と
し
て
も
城
西
大
学
と
の
交
流
促
進

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。 

協定書にサインを終えて
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ケ
ル
ン
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
１
０
年
３
月
19
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　
1
月
27
日
　
マ
レ
ー
シ
ア
のM

anagem
ent 

&
 S

cien
ce U

n
iv

ersity

、 D
ato

’ W
ira M

oh
d 

Shukri A
b. Y

ajid

学
長
が
本
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
水
田
理
事
長
と
面
談
の

後
、
今
後
の
両
校
の
継
続
的
交
流
を
目
指
し
て
学
術

協
定
書
に
調
印
を
い
た
し
ま
し
た
。 

　
同
大
学
は
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
近
郊
に
所

在
し
、
比
較
的
新
し
い
大
学
で
す
が
、
近
年
飛
躍
的

に
発
展
し
、
ヘ
ル
ス
＆
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
情
報
科
学
、
国
際
医
学
部
、

薬
学
部
の
5
学
部
を
有
し
、
１
７
０
０
０
名
の
学
生

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。 

　Shukri

学
長
か
ら
は
薬
学
部
へ
の
学
生
派
遣
を

は
じ
め
、
幅
広
い
分
野
で
の
同
大
学
か
ら
の
学
生
派

遣
と
相
互
交
流
へ
の
希
望
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
学
に

と
っ
て
も
海

外
教
育
熱
の

高
ま
る
マ

レ
ー
シ
ア
で

の
初
め
て
の

提
携
校
と
な

り
、
今
後
の

交
流
発
展
が

期
待
さ
れ
ま

す
。 

マ
レ
ー
シ
ア
のM

anagem
ent &

 Science U
niversity

と

学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
１
０
年
１
月
27
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

締結を祝して Dato’ Wira Mohd
Shukri Ab. Yajid 学長と握手

　
２
０
１
０
年
3
月
17
日
に
執
り
行
わ
れ
た
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
大
学
の
サ
ン

ド
ラ
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
学
長
の
名
誉
博
士
記
の
授
与

に
と
も
な
い
、
北
京
外
国
語
大
学
の
陳
乃
芳
元
学
長

な
ら
び
に
本
学
野
澤
建
次
学
長
代
行
の
立
会
の
も

と
、
学
術
交
流
協
定
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
大
学
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
州
に
お
い
て
2
番
目
に
古
い
大
学
と
し
て
、

１
９
７
０
年
に
開
学
し
、
現
在
、
約
１
６
，
０
０
０

名
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
法
律
、
社
会
科

学
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
薬
学
、
情
報
技
術
な
ど
非
常
に
広

範
囲
な
領
域
に
お
い
て
最
先
端
の
教
育
を
提
供
し
て

お
り
、
世
界
に
お
け
る
ト
ッ
プ
４
０
０
大
学
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
学
生
や
教
員
間
の
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
共

同
研
究
な
ど
の
学
術
面
に
お
い
て
、
活
発
な
交
流
が

お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
１
０
年
3
月
17
日

場
所

：

城
西
国
際
大
学陳乃芳先生と野澤先生が立会った調印の様子

サンドラ・ハーディング学長とともに

　
２
０
１
０

年
1
月
18
日
、

中
国
屈
指
の

観
光
都
市
と

し
て
知
ら
れ

る
広
東
省
韶

関
市
に
あ
る

韶
関
大
学
の

黄
華
明
外
事

処
長
一
行
が
水
田
理
事
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
一
行
は
「
広
東
省
政
府
を
は
じ
め
、
広
東
省
内
の

多
く
の
大
学
と
交
流
が
あ
る
城
西
大
学
・
城
西
国
際

大
学
と
の
交
流
を
進
め
た
い
」
と
、
今
回
の
訪
問
を

機
に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
、
学
生
の
交
流
推
進

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
韶
関
大
学
は
１
９
５
８
年
に
創
立
、
現
在

１
６
０
０
０
人
の
学
生
（
成
人
教
育
の
学
生
が
こ
の

他
に
約
１
０
０
０
０ 

人
）
と
16
学
部
を
有
し
、
特

に
芸
術
分
野
で
は
中
国
内
で
Ｔ
Ｏ
Ｐ
１
０
０
大
学
に

ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
大
学
で
す
。 

中
国
韶
関
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
１
０
年
１
月
18
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

黄華明外事処長と

　
２
０
１
０
年
3
月
19
日
、
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
大
学

か
ら
、D

r. A
xel F

reim
uth

学
長
ご
一
行
が
、
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　
城
西
大
学
お
よ
び
城
西
国
際
大
学
の
先
生
方
ご
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列
席
の
も
と
、
水
田
宗
子
理
事
長
とD

r. A
xel 

F
reim

uth
学
長
に
よ
り
学
術
交
流
協
定
書
の
調
印

式
が
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
調
印
式
に
先
立
ち
、

ケ
ル
ン
大
学
お
よ
び
両
大
学
の
先
生
方
の
紹
介
や
、

今
後
の
交
流
の
具
体
化
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
下
の
ホ
ワ
イ
エ
に
会

場
を
移
し
、
多
く
の
先
生
方
や
ド
イ
ツ
へ
留
学
を
志

望
す
る
学
生
も
参
加
し
て
、
和
や
か
な
懇
親
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ケ
ル
ン
大
学
は
、
１
３
８
８
年
に
神
聖
ロ
ー
マ
帝

国
4
番
目
の
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
最
古
の
大
学
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
名
門
大
学

で
す
。
学
生
数
は
5
万
名
近
く
、
法
・
医
学
・
経
済
・

経
営
・
芸
術
・
理
学
・
人
文
の
7
学
部
を
擁
す
る
ド

イ
ツ
最
大
の
総
合
大
学
で
あ
り
、
今
後
、
相
互
学
生

派
遣
な
ど
多
方
面
で
の
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

全員で記念撮影

　U
.S.-Japan W

om
en's Journal 

の
第
36
号
と
第

37
号
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
36
号
は
、
２
０
０
９
年
10
月
に
刊
行
さ
れ
、
想

像
力
と
い
う
方
法
論
を
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
と
戦
後
日

本
に
お
け
る
女
性
論
か
ら
試
み
た
論
文
や
、
狂
女
や

不
良
少
女
を
取
り
上
げ
た
論
文
な
ど
6
編
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
第
37
号
は
、
２
０
０
９
年
12
月
に
刊
行
さ
れ
、
日

本
文
学
を
女
性
学
的
視
点
で
考
察
し
た
論
文
3
点
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
植
民
地
的
抑
圧
や
長
崎
と
ネ
バ
ダ
に

お
け
る
「
ミ
ス
原
爆
」
を
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
、
社

会
問
題
を
表
象
の
視
点
か
ら
取
り
上
げ
た
論
文
な
ど

5
編
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　U
.S.-Japan W

om
en's Journal

は
、
日
米
間
を

中
心
に
、
し
か
し
他
地
域
も
加
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
に
立
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
学
術
交
流
、
情

出
版
活
動

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
か
ら
欧
州
へ
伝
え
ら
れ
た
藍
染
は
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
17
世
紀
に
ド
イ
ツ
移
民
の

伝
統
文
化
と
し
て
広
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
で

は
、
伝
統
的
な
テ
キ
ス
タ
イ
ル･

ア
ー
ト
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハンガリー モホリ =
ナジ芸術 ･ デザイン大学の作品

　
城
西
国
際
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー･

女
性
学
研
究
所
で

は
、
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て｢

女

性
の
手
仕
事｣

を
テ
ー
マ
に
日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア

･

ア
フ
リ
カ
の
諸
地
域
で
、
従
来
女
性
の
仕
事
と
さ
れ

て
き
た
染
織･

衣
服
製
作
な
ど
の
手
仕
事
が
、
近
代
化

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
女
性
の
地
位
と
役

割
が
変
わ
っ
て
き
た
か
を
調
査･

研
究
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
国
交
を
樹
立
し
て
１
４
０

周
年
に
あ
た
る
２
０
０
９
年
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日

本
の
藍
染
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
日
本
の
女
性
の

手
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
藍
染
作
品
と
と
も
に
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
モ
ホ
リ=

ナ
ジ
芸
術･

デ
ザ
イ
ン
大
学
の

テ
キ
ス
タ
イ
ル
作
家
、
お
よ
び
学
生
た
ち
に
よ
る
藍

染
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
有
数
の
芸
術
大
学
で
あ
る
モ
ホ
リ=

ナ
ジ
芸
術･

デ
ザ
イ
ン
大
学
で
は
、｢

藍
染｣

学
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
設
し
、
制
作
を
と
お
し
て
、
伝

統
的
な
技
術
を
再
解
釈
し
、
現
代
デ
ザ
イ
ン
と
融
合

さ
せ
る
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
は
、
斬
新
、
か
つ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
作
品

［
近
代
化
と
女
性
の
手
仕
事
展
］ T

radition and Inspiration

伝
統
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

東
と
西
の
出
会
い

：

藍
が
結
ぶ
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー

日
時

：

２
０
０
９
年
10
月
31
日
〜
11
月
2
日

場
所

：

城
西
国
際
大
学

研究・
プロジェクト

研
究
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

水田ホールでの展示

城西国際大学本部棟３階ギャラリー「女の手仕事展」

U
.S.-Japan W

om
en's Journal

第
36
号
・
第
37
号
発
刊
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●周辺図

　R
ev

iew
 of Jap

an
ese C

u
ltu

re an
d
 S

ociety 

は
日
本
人
と
日
本
文
化
を
テ
ー
マ
と
す
る
英 

文
誌

で
、
年
に
一
度
城
西
大
学
国
際
学
術
文
化
振
興
セ
ン

タ
ー
（JIC

P
A

S

）
よ
り
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　
21
号
は
２
０
０
９
年
12
月
の
発
刊
で
、「
日
本
映
画

と
メ
デ
ィ
ア
の
戦
後
」
を
テ
ー
マ
に
、
在
外
研
究
者

に
よ
る
論
考
お
よ
び
こ
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
日
本
語

論
文
の
英
語
翻
訳
文
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

R
eview

 of Japanese C
ulture and Society

第
21
号
が
刊
行価格

国内 1 部 2,000 円＋送料
海外 1 部＄20 ＋送料（＄5）

お問い合せ先
rev-jou@josai.ac.jp

報
交
換
を
目
的
と
し
て
、
１
９
８
８
年
の
創
刊
以

来
、
女
性
問
題
、
男
性
問
題
、
家
族
、
労
働
、
社
会

問
題
、
文
化
研
究
等
に
つ
い
て
の
論
考
を
掲
載
す
る

英
文
誌
で
す
。
学
校
法
人
城
西
大
学
国
際
学
術
文
化

振
興
セ
ン
タ
ー
（JIC

P
A

S

）
が
年
に
2
冊
刊
行
し

て
お
り
ま
す
。

　
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
購
入
方
法
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
はW

E
B

サ
イ
ト
（http://w

w
w

.josai.

jp/jicpas/usjw
j/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


